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１ 事 業 総 括  
 
社会が成熟し少⼦⾼齢化が進⾏する中で、地域住⺠同⼠の⽀え合う⼒は低下

し、社会的な孤⽴も増加しています。⼀⽅で、価値観や生活スタイルの多様化
により、市⺠の抱える課題も複雑化しています。 

このような中で、佐久市社会福祉協議会は地域福祉の推進を果たすため、地
域のニーズを把握し、市⺠の抱える⽣活課題への対応をすべく、基本理念であ
る「人と人とがつながり 支え合う地域づくり」のもと、事業方針や重点事業
を掲げ、各種事業に取り組んでまいりました。 

継続的に地域福祉を推進していくためには、経営基盤の安定が必要となりま
すが、近年は厳しい経営が続いております。そこで、法⼈経営の抜本的な⾒直
しを⾏なうため、職員の意識改⾰の必要があることから、現在の状況を理解し
将来の社協について考えることに繋げるために、外部から講師を招いて職員研
修なども⾏いました。 

佐久市でも甚大な被害が発生した東日本台風（台風第 19 号）においては、市
の要請により 10 月 14⽇から災害ボランティアセンターを⽴ち上げ、多くのボ
ランティアの皆さまの応援を受けて被災された⽅への⽀援を⾏いました。また、
災害ボランティアセンター閉鎖後も、職員が各⼾を訪問して台風後の困りごと、
災害時の地域⽀援、災害ボランティアを受⼊れして良かったこと等の調査を⾏
いました。 

3 月からは、新型コロナウイルス感染拡大により、収入減少があった世帯への
⽣活福祉資⾦（緊急⼩⼝資⾦）事業の特例貸付の相談支援も⾏いました。 

一連の活動等を通して、共助・近助といった地域⼒を強めるための地域活動
の大切さを改めて感じるとともに、介護保険事業・障害福祉サービス事業の事
業推進も含め、外部環境に応じた事業展開をし、市⺠のニーズに応える取り組
みの一層の推進が必要であると痛感いたしました。 
 地域福祉における社協の役割を果たすため、市⺠の皆さまに必要とされる社
協を目指し、今後も各種事業の推進をしてまいります。 
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２ 事業方針・重点目標に対する取り組み 

 

 法人運営（総務課） 

１ 法人経営の強化 

（１）収支を意識した計画的経営への取り組み 

収入については、自主財源の社協会費、共同募金の配分金、介護保険事業収入のいずれも

減少が続いており、増加傾向であった障害支援収入も減少に転じました。 

支出については、収入の減少に伴い人件費の削減を行ない、事業費についても効率的な運

営を目指し削減を行いました。 

しかし、令和元年度も収支差額にて△14,791,414 円を計上し、6期連続赤字という大変厳

しい状況にあります。この状況を改善するために、外部から講師を招き研修会を開催し、他

の社会福祉協議会の取組や経営に関する情報を得て、今後の取組の参考としました。 

また、引き続き事業実施計画を作成し市とも協議を行っていますが、今後は発展・強化（改

善）計画も作成し中長期的な展望も含めて戦略的な計画を作成していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,379,710円

22,125,638円
21,966,030円

平成29年 平成30年 令和元年

社協会費収入

10,596,764円
10,448,827円

9,940,143円

平成29年 平成30年 令和元年

共同募金配分金収入

83,815,608円 84,150,371円

81,752,759円

平成29年 平成30年 令和元年

障害支援収入

240,372,290円
214,427,846円

178,924,670円

平成29年 平成30年 令和元年

介護保険収入

主な収入の推移 
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人数 総務課 

まいさぽ佐久 

(県社協出向) 
福祉課 介護サービス課 平均年齢 

全職員 104 人 7 人 3 人 21 人 73 人 51.3 歳 

 正規職員 35 人 4 人 1 人 10 人 20 人 48.1 歳 

 正規以外 69 人 3 人 2 人 11 人 53 人 53.0 歳 

組 織 体 制 

職 員 体 制 
令和 2 年 3 月 31 日現在 

392,579,888円
380,983,658円

368,238,691円

平成29年 平成30年 令和元年

人件費の推移

3



（２）補助事業・受託事業の連携強化 

社協が行う地域での福祉活動には、行政や福祉関係機関との関わりが重要となっており、

お互いの関係強化を図る必要があります。そのため、事業の委託や金銭的補助を行う市と、

それを受ける社協で個別の事業に 
ついての意見交換を行いました。 
今後も市民の皆様が望む地域福祉事 
業が行えるように、引き続き市と協 
議を重ね改善すべき事業、強化すべ 
き事業を検討していきます。 
 
 
 
 

○ 令和元年度の受託事業 

  

長野県社協  2 事業：日常生活自立支援事業、生活福祉資金貸付事業 

佐久市    6 事業：独居老人給食サービス事業、男性料理教室事業 

家計改善相談支援事業、馬坂・広川原地域福祉バス運行業務事業 

あいとぴあ臼田短期入所事業、馬坂・広川原地域在宅介護支援事業 

佐久広域連合 1 事業：さく成年後見支援センター 

 

 

 

○ 市の指定管理施設の状況 

 

 ・佐久市あいとぴあ臼田デイサービスセンター 令和元年度で指定管理期間満了 

引続き令和 2年度から 5年間の指定管理 

 ・佐久市浅科デイサービスセンター      令和元年度で指定管理期間満了 

引続き令和 2年度から 5年間の指定管理 

 ・佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田 令和元年度で指定管理期間満了 

引続き令和 2年度から 5年間の指定管理 

・佐久市望月老人福祉センター        令和元年度で指定管理期間満了 

令和 2年度から 5年間の指定管理 

・佐久市浅科生きがい活動支援センター    令和元年度で指定管理期間満了 

・佐久市前山デイサービスセンター      令和元年度で指定管理期間満了 

・浅科保健センター             平成 30 年度から 5年間の指定管理継続中 

・臼田共同作業センター           平成 30 年度から 5年間の指定管理継続中 

・浅科ふれあいホーム            平成 30 年度から 5年間の指定管理継続中 

 

59,700,700円

61,800,000円

60,500,000円

平成29年 平成30年 令和元年

佐久市人件費補助金
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２ 職員研修・労働条件の見直し 

（１）職員研修 

   ○全職員を対象とした研修を年 4 回計画したが、令和元年東日本台風（台風第 19 号）

の影響により 3回の開催となりました。 

    研修内容 

第 1回 平成 30年度決算から見る佐久市社会福祉協議会の状況について 

第 2回 最近の交通事故発生と対策について 

第 3回 今 話題の地域包括ケアシステムを知る 

延参加職員  143 名 

 

   ○管理的職員を対象とした研修として、外部講師を招き２回の研修を行いました。 

    研修内容 

     第 1回 経営基盤を強くする人材マネジメント   

講師：長野県社協総務部長、総務課職員 

社会保険労務士（元塩尻市社協事務局長）上條通夫氏 

     第 2回 処遇改善加算取得のためのポイント 

講師：社会保険労務士 大澤浩二氏 

    延参加職員 35 名 

 

（２）職場環境の改善 

    ○社協が抱えている課題について、課や係を超えて検討するため、平成 29 年度よりプ 

ロジェクトチームを組み活動を行なっています。令和元年度は、広報紙「ぴーぷる」 

の改善に取り組みました。チームで共通の目標に取り組む中で、課や係を超えた 

職員間のコミュニケ―ションも図られ、お互いの職場の理解にも繋がりました。 

 

（３）働き方改革への対応 

○労働時間の客観的な把握・年次有給休暇の付与義務については、職員への周知を行 

うとともに、出勤簿などの関係帳票の月次による管理体制の強化、年次休暇制度の

改正を行いました。 

また、勤怠管理が行ないやすく業務担当者の事務作業軽減を図ることができ、会計 

システムとの連携がとれるということから、新しい給与システムの導入を行いまし 

た。 

 

○不合理な待遇差の解消などへの対応するため、社会保険労務士と業務委託を締結し 

ました。令和３年度からの制度実施に向け、現状を把握し問題点を洗い出し、制度 

改正への準備を進めました。 
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 地域福祉の推進（福祉課） 

１ 基本目標の達成に向けた取り組み 

（１）共に支え合う人づくり 

   ○地域のニーズに沿った講座、学習会、研修会などを開催し、福祉意識の高揚を図っ 

ていきます。 

   ○福祉学習への関心を高め、体験学習などの支援を行います。 

 

 

 

・令和元年東日本台風（台風第 19 号）は、これまで経験したことがない災害に見舞わ

れました。台風災害では、佐久市災害ボランティアセンターを立ち上げ、災害ボラ

ンティアに関する情報を社協ホームページ等で発信し、多くのボランティアが活動

に参加しました。そうした中、地域でのつながりが見直され、人と人との新たな支

え合いが大切だと気づきました。 
・市内の方を対象に災害ボランティア講座、安心コール事業ボランティア交流会を開

催し、ボランティアについて学び、情報交換や体験する機会を提供し、ボランティ

ア活動の理解と関心を深めました。 
 

（２）安心して暮らせる地域づくり 

   ○就労形態の変化や核家族化の進行など、子育て環境を取り巻く変化に応じた子育て 

支援を推進し、安心して子育てできる地域づくりや障がいのある方や高齢者が安心

して生活できるよう、住み慣れた場所で暮らしていける地域づくりを目指していき 

ます。 

 

 

 

・学校への福祉体験プログラムの提供をし、福祉体験教室で障がいのある方の講話を

聞いたり、障がいに対する理解を深め、障がいの有無にかかわりなく安心して暮ら

せる地域づくりを考えるきっかけづくりを目的とした取り組みを行いました。 
 

（３）生涯にわたる心とからだの健康づくり 

   ○人とふれあい、生きがいを持つことが大切であることから、地域活動へ参加できる 

仕組みづくりや地域における交流の場となる「ふれあいいきいきサロン事業」を推 

進します。 

 

 

取り組み結果 

取り組み結果 
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・ふれあいいきいきサロンを通じた交流の促進や地区社会福祉協議会事業など、地域が 
主体的に取り組む地域福祉活動が行われました。 

 

 

 

 

２ 重点的に取り組んだ事業の報告 

（１）社会福祉普及校指定事業 

 
・市内小学校、中学校、高等学校等のボランティア担当教員を対象に社会福祉普及校連

絡会議を開催し、各学校の取組みについて情報交換を行ないました。また、福祉体験

教室のプログラムの一つとして、先生方に防災教育プログラム体験(ドローイング・チ

ャレンジ)をしていただきました。 
・社会福祉普及校の助成金申請校について前年度より 6 校の増加となりました。 

 

（２）ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」 

 

・ファミリーサポート事業が円滑に行えるよう「介護¨助っ人¨養成講座」と「ファミ

リーサポート事業支援会員研修会」を開講しました。「介護¨助っ人¨養成講座」では、

介護支援ができるよう支援会員の養成を行い、参加者の半数を超える方が登録者とな

りました。また、「ファミリーサポート事業支援会員研修会」では、登録支援会員を対

象にレベルアップを図りました。今後の課題として、受講者が増えるよう周知（広報）

方法に工夫が必要となります。 
 

（３）さく成年後見支援センター事業 

    

・認知症・知的障がい・精神障がいなどによって、判断能力が十分でない方を対象とす 

る成年後見について、ご本人やご家族、福祉関係職員、行政職員などからの相談、調 

整や手続きの支援を行いました。 

・福祉関係職員向け研修では、令和元年度より導入された福祉関係職員が記入する「情 

報シート」について、導入の背景や主旨、具体的な記入の注意点等について学びまし

た。 

・一般向け研修では、より広い層に関心を持っていただくため、成年後見制度だけでな 

く、近年関心の高い終活情報についても啓発活動を行いました。 

・法人後見業務では、資力に乏しく、紛争性のない方を新規に 4名受任しました。 

取り組み結果 
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・新規相談件数 167 件  継続相談件数 311 件  計 478 件 

・法人後見受任件数 17 件 （受任審査会 3回開催 新規受任 ４件） 

（小諸市４ 佐久市 5 小海町１ 川上村１ 南牧村１ 軽井沢町１ 御代田町 4） 

  ・福祉関係職員向け研修会  85 名参加 

   「事例を通して学ぶ成年後見制度の流れ 

    ～新しい情報シートを含む、申立時のポイントについて～」 

    助言者 長野家庭裁判所佐久支部  三輪 均主任書記官 

  ・一般向け研修会  42 名参加 

   「考えよう！成年後見制度と終活」 

    講師 司法書士・上級終活インストラクター 山際 隆浩氏 

  ・出前講座  延べ 5回 

 

 

（４）結婚相談事業の充実 

 

・平日、夜間の相談所を拡充しました。また、相談件数については、新型コロナウイル

ス感染防止により相談所の開設を 2 回中止としましたが、前年度より 66 件増となり、

235 件の受付となりました。 
  ・令和元年度の成婚件数は 4 組。また、長野県婚活支援センターが運営する「ながの結 

婚マッチングシステム」への登録者も増加となりました。 
 

 

（５）ふれあいいきいきサロン事業(サロン世話人交流会事業) 

 

・ふれあいいきいきサロン世話人等を対象に、資質向上と世話人同士の情報交換のため、

世話人交流会を各地区で開催しました。 
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止の地区あり） 
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３ 令和元年東日本台風（台風第１９号）災害への対応 

 

（１）避難所への炊き出しの配布 

   

 ・令和元年東日本台風の接近のため、佐久市内の各所に避難所が設置されたことにより、

佐久市社協は市からの要請により炊き出しを行ない、避難された方へ食事を届けました。 

    

炊き出し実施場所：あいとぴあ臼田調理室 

炊き出し内容  ：アルファ米（お湯のみで調理できるお米） 

配布数 （12 日 夕食）12 か所 2,260 食 

         （13 日 朝食）33か所 3,093 食 

 

 

（２）佐久市災害ボランティアセンターの開設・運営 

 

・令和元年東日本台風により、市内各地域で川の氾濫や決壊があり 

住宅にも甚大な被害をもたらしたことから、市の要請により 

「佐久市災害ボランティアセンター」を開設しました。  

協力いただいたボランティアさんと被災された方の困りごとの 

マッチングを行ない、被災された方の住居を中心にボランティア 

さんを派遣し活動をしていただきました。  

 

 ・開 設 日：令和元年 10 月 14 日（月）～11月 8 日（金） 

・運営日数：26 日間（2日） 

※ 災害ボランティアセンター閉鎖後の 

11 月 12 日、21日の 2日間も活動を行った。     

  ・活動件数：178 件（2件） 

  ・延活動ボランティア数：1,264 名（13名） 

・ボランティア登録者数：111 名 

  ・活動内容：泥出し、畳等の搬出、トラックヘの積込、拭き掃除等  
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（３）被災地域の「被災者支援活動」 

 

  ○被災地域の被災者の見守り支援や生活状況を知るため、ボランティア派遣を行った地域及

び訪問先を中心に訪問調査を行いました。 

             

   ・調査日期間：令和 2年 1月 20 日（月）～2月 12 日（水）  

   ・件  数 ：84 件 

   ・調査対象 ：ボランティア派遣をした家とその周辺    

   ・調査方法 ：訪問調査                

   ・調 査 者 ：職員 

 

 

（４）長野市ボランティアセンターへの応援 

 

  ○長野県内社会福祉協議会災害時相互応援協定により、佐久市 

社協職員も長野市災害ボランティアセンター運営の応援派遣 

を行いました。 

 

 ・派遣期間  ：令和元年 11 月 1 日（金）～令和 2年 1月 13 日（月） 

 ・延派遣職員数：68名 

 ・活動内容  ：長野市災害ボランティアセンター津野サテライトにおいて、 

ボランティアの受付及び住民ニーズとのマッチングを中心に活動しまし 

た。 

 

  ○ＤＳＡＴの活動 

   ・長野県内社協職員災害初動時における先遣チーム（ＤＳＡＴ）スタッフ登録している職

員を長野市災害ボランティアセンターへ 10日間派遣し、センターの運営を補助しました。 

 

 

○ボランティアバスパックの企画 

 ・活動日  ：令和元年 11月 29 日（金） 

12 月 13 日（金） 

   ・参加者数 ：25名 

（災害ボランティア登録者、一般の方、社協職員） 

   ・活動内容 ：津野地区・穂保地区にて泥だしや運搬、 

          住居の掃除などを行ないました。 

 

 

10



  

  介護保険・障害福祉サービス（介護サービス課） 

１ 介護保険事業概要 

 
〇前山デイサービスセンターの指定管理終了について 

   平成３年度に開所し、周辺の住民に親しまれ利用されてきましたが、近年民間経営に

よるデイサービスセンターが数多く開設される中、利用率の低下や施設の老朽化等を充

分に検討した結果、指定管理終了の決断を行いました。利用者の皆さまには、4 月上旬

に市と社協の連名による事業所運営終了の通知を配布し、関係する居宅介護支援事業所

並びに地域包括支援センターと連携し対応をしました。 

   ※特殊浴槽、バスリフトについては、まだ使用可能との見通しの中、浅科デイサービ

スセンター、あいとぴあ臼田デイサービスセンターへ移動し使用を継続します。 

 

 

 

 

 

 
 

 H29 年度実績 H30 年度実績 R 元年度実績 

ケアプランセンター佐久 
1,937 人 1,885 人 1,822 人 

28,064,860 円 28,151,710 円 27,015,551 円 
前山 
デイサービスセンター 

4,638 人 3,969 人 2,099 人 
43,440,924 円 37,940,980 円 18,767,396 円 

あいとぴあ臼田 
デイサービスセンター 

9,826 人 9,361 人 8,942 人 
82,335,960 円 84,565,484 円 81,217,130 円 

浅科 
デイサービスセンター 

5,910 人 4,456 人 4,171 人 
48,120,818 円 37,367,496 円 36,777,637 円 

ヘルパーステーションさく 
6,768 人 6,220 人 5,380 人 

29,134,308 円 16,737,676 円 15,146,956 円 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 介護保険事業所の利用状況 （上段：延利用者数 下段：事業収入額） 
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２ 障害福祉サービス概要 

 

〇就労継続支援Ｂ型事業所（「臼田共同作業センター」「浅科ふれあいホーム」） 

  農業と福祉の連携事業(農福連携)に力を入れ、工賃の向上と一般就労に必要な知識･社会

性の向上を目指しました。 

  ※農福連携の作業先：ＪＡネギ共撰所、ヘルシーテラス佐久南 

 

 〇特定相談支援事業所 

  利用者は増える傾向にあり、地域での必要性は高く、相談員 2名が、地域担当制で業務 

を行うことにより、経費の削減や移動時間の短縮が図られました。一人当たりの基本単 

価が低いため、様々な加算の取得に努力しました。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 H29 年度実績 H30 年度実績 R 元年度実績 

特定相談支援事業所 
1,248 人 1,204 人 1,072 人 

5,470,560 円 5,590,640 円 5,186,000 円 

臼田共同作業センター 
5,464 人 5,727 人 5,368 人 

34,569,810 円 37,802,290 円 34,899,050 円 

浅科ふれあいホーム 
5,669 人 5,121 人 4,919 人 

36,017,550 円 35,814,200 円 35,934,700 円 

ヘルパーステーションさく 
1,696 人 2,125 人 2,165 人 

7,757,688 円 4,943,241 円 5,523,319 円 

○ 障害支援事業所の利用状況 （上段：延利用者数 下段：事業収入額） 
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3  事業実施報告(詳細)

法人運営拠点区分（法人運営サービス区分）

　収入　84,603,538 円　　支出　83,582,561 円　　収支差額　1,020,977 円

事業№
事業名

事業概要・報告

法人運営全般　　　〔総務課〕

○苦情解決第三者委員会
　 ・苦情対応システム研修への参加
　　　日　時：令和元年11月14日（木）
　　　場　所：メセナホール（須坂市文化会館）
　　　内　容：シンポジウム「福祉サービスにおける苦情の把握と対応について」
　　　参加者：第三者委員5名、職員4名

　 ・第三者委員の改選（2月）
　　　民生児童委員協議会の改選により４名の改選を行った。また、改選に伴い新規委員の研修
　　　会を実施した。
　　　日　時：令和2年2月10日（月）
　　　講　師：高野浩司氏（長野県福祉サービス運営適正化委員会事務局長）
　　　参加者：第三者委員4名、職員7名

○処遇改善加算
　・処遇改善加算Ⅲの区分にて加算を取得し、介護職員の給与改善を行なった。
　　令和3年度から加算区分Ⅰの加算取得と特別処遇改善加算の取得を目指して、県主催の研修
　　会へ参加したほか、社会保険労務士を招いて関係職員への研修も行った。

　　令和元年度加算額実績　5,943,980 円（平成30年度加算実績　6,554,280 円）

○労務管理
　・社会保険労務士との業務委託
　　契約先　　宮澤啓子社会保険労務士
　　契約期間　令和元年6月1日～令和2年3月31日
　　契約額　　月額30,000円

　・給与システムの更新
　　システム　応研株式会社・給与大臣
　　導入日　　令和2年2月1日 （令和2年6月からの稼働を目指す）
　　導入費用　1,533,400円

1

○佐久ブロックの活動（ブロックの役割：監事）
　・県社協を中心に佐久市、小諸市、南・北佐久郡の町村の社協で組織されおり、近隣社協
　　での情報共有や連携を目的としている。
　　・事務局連絡会議
　　　　日時　：令和元年7月5日(金）
　　　　場所　：小諸市社協（野岸の丘総合福祉センター）
　　　　内容　：平成30年度事業報告（ボランティア全国フォーラム軽井沢2018など）
　　　　　　　　平成30年度決算
　　　　　　　　令和元年度事業計画
　　　　　　　　令和元年度予算
　
　　・ボランティアフォーラムは中止
　　・令和元年度東日本台風においては、職員派遣や物資の融通の連携をした。
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○職員研修の実施
【第1回】7月31日（水）　午後6時～7時　参加者46名
　・平成30年度決算から見る佐久市社会福祉協議会の状況について
      講師：担当職員
　
【第2回】10月1日（火）　午後6時～7時　参加者48名
　・最近の交通事故発生と対策について
      講師：佐久警察署　交通課規制係　辰野秀之巡査

【第3回】11月2日（土）　午後12時45分～
　・佐久ブロック社協職員研修会
　　（令和元年東日本台風による災害の影響により中止）

【第4回】2月10日（月）　午後6時～7時　　参加者49名
　・今　話題の地域包括ケアシステムを知る
　　　講師：佐久大学新学部設置整備室　講師　坂戸千代子氏

【その他】
　・「経営基盤を強くする人材マネジメント」
　　　講師：社会保険労務士（元塩尻市社協事務局長）　上條通夫氏
　・処遇改善加算の取得について
　　　講師：社会保険労務士　大澤浩二氏

○職員採用
　・4月1日新規正規職員を採用し、育成研修や県社協主催の研修会への参加等を行った。
　・ハローワークなどを利用し随時臨時職員の募集を行った。

○実習生の受入
　・群馬医療福祉大学より相談援助実習　1名（8月7日から9月13日までの25日間）
　・佐久大学より在宅・地域看護実習　57名
　・上田女子短期大学より介護職員初任者研修　2名
　・小中学校教員免許志願者に対する介護等体験　4名

○表彰審査委員会の開催
　9月11日（水）　午後1時30分～2時10分
　審査委員10名
　会長表彰・感謝状を贈呈して行う表彰

○表彰式の開催
　11月27日（水）　午後1時30分～
　野沢会館　野沢会館ホール
　（1）会長表彰
　　　寝たきり高齢者等模範介護者　7名
　　　社会福祉功労者　5団体1名
　　　民生児童委員　　18名
　（2）感謝状を贈呈して行う表彰　3名
　　　※佐久市社会福祉大会が令和元年東日本台風災害の影響により中止となったため表彰式
　　　　のみ行った。

○職員互助会
　・平成31年度より会員の親睦や文化の向上、福利厚生等を目的として組織している。
　　令和元年度も、職員の退職による慶弔費の支給を中心に活動を行った。

1

事業№
事業名

事業概要・報告

法人運営全般　　〔総務課〕
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○高齢者緊急連絡票の作成と配付
　65歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、訪問者が緊急時に家族や関係機関へ速やかに連絡
　するための「緊急時連絡票」を、民生児童委員のご協力を得て、希望者へ配付した。

○経理業務
　・顧問税理士との業務委託契約
　　　契約先：エイワ税理士法人
　　　契約額：月額 15,000円、決算業務時 50,000円

　・基金の管理と運用
　　　経常的外収支については、基金・積立金の性質と事業計画との調整を図りながら、有効
　　的な運用ができるように管理をした。また、基金と積立金の運用についても元本保証を前
　　提としながら、利息収入等が増加できるような運用を図った。(資金運用会議年３回開催)
　
　・車輌管理
　　車輌の老朽化が進み修繕費がかさむため、車輌の更新計画をたて、効率的な運用ができる
  　ようにした。
　　　新規取得車輌　　　1台
　　　廃車車輌　　　　　3台
　　　売却車輌　　　　　1台
　　　市への返却車輌　　4台

事業№

1

事業名

事業概要・報告

法人運営全般　　　〔総務課〕

収入　81,868,473 円　支出　　80,847,496 円　　収支差額　1,020,977 円
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理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

○理事会・評議員会・監事の役割・評議員選任・解任委員会の位置づけ
　について社会福祉法などを確認しながら、会務の運営を行った。

【第6回理事会】
　6月20日（木）　午後1時30分～1時50分
　野沢会館多目的室1・2号
あ  議案第11号　会長の選定について
あ  議案第12号　副会長の選定について
　  議案第13号　常務理事の選定について

○理事会の開催
【第1回理事会（書面議決）】
　 決議があったとみなされた日　4月2日（火）
　   議案第 1号　理事・監事選任のための第1回評議員会の開催について

【第2回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　4月16日（火）　　　　　　　　　　　　　あ
    議案第 2号　常務理事の選定について
　  議案第 3号　評議員選任・解任委員会委員の選任及び解任について
　  議案第 4号　理事選任のための第2回評議員会の開催について

【第3回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　5月10日（金）　　　　　　　　　　　　　あ
    議案第 5号　評議員候補者の推薦について
　  議案第 6号　理事選任のための第3回評議員会の開催について

【第4回理事会（書面議決）】
　理事会の決議があったとみなされた日　5月24日（金）　　　　　　　　　　　　　あ
    議案第 7号　評議員候補者の推薦について

【第5回理事会】
　6月5日（木）　午後1時30分～2時45分
　野沢会館多目的室1・2号
  出席理事9名、欠席理事2名、出席監事1名　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
    議案第 8号　平成30年度事業報告について
　  議案第 9号　平成30年度一般会計決算について
あ  議案第10号　令和元年度定時評議員会の開催について

【第7回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　12月3日（火）　　　　　　　　　　　　　あ
    議案第14号　評議員候補者の推薦について
　  議案第15号　理事選任のための第4回評議員会の開催について

【第8回理事会】
　12月12日（木）　午後1時30分～2時25分
　野沢会館多目的室1・2号
　出席理事9名　欠席理事2名　出席監事1名
　会長専決事項の報告
　（1）ハラスメント防止規程の制定について
　（2）その他職員の就業規則の一部を改正する規則の制定について
　（3）令和元年度補正予算（第1号）について
　（4）令和元年度補正予算（第2号）について
　  議案第16号　育児・介護休業に関する規則の一部を改正する規則の制定について
　  議案第17号　就業規則の一部を改正する規則の制定について
    議案第18号　職員懲戒処分等の要綱の一部を改正する要綱の制定について
　  議案第19号　規程等改正基準の制定について
　  議案第20号　令和元年度第5回評議員会の開催について

事業№
事業名

2

事業概要・報告
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事業№
事業名

2

【定時評議員会】
　6月20日（木）　午前9時30分～10時30分
  野沢会館多目的室1・2号
　出席評議員11名、欠席評議員4名、出席監事１名　　　　　　　　　　　　　　あ
　　議案第 5号　平成30年度事業報告について
　　議案第 6号　平成30年度一般会計決算について
　　議案第 7号　理事・監事の選任について

【第4回評議員会】
　12月10日（火）　午後1時30分～1時46分
  野沢会館103号室
　出席評議員12名、欠席評議員3名
あ　議案第 8号　理事の選任について

【第9回理事会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面議決）】
　決議があったとみなされた日　3月5日（木）
　  議案第21号　定款の一部を改正する定款の制定について
　　議案第22号　役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第23号　組織規程の一部を改正する規程の制定について
  　議案第24号　経理規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第25号　公印管理要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　議案第26号　その他の職員の就業規則の一部を改正する要綱の制定について
　　議案第27号　令和元年度補正予算（第3号）について
　　議案第28号　令和2年度事業計画について
　　議案第29号　令和2年度会計予算について
　　議案第30号　令和元年度第6回評議員会の開催について

○評議員会の開催
【第1回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 4月4日（木）
　　議案第 1号　理事の選任について
　　議案第 2号　監事の選任について

事業概要・報告

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

【第2回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 4月25日（木）
　　議案第 3号　理事の選任について

【第3回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 4月25日（木）
　　議案第 4号　理事の選任について

【第5回評議員会】
　12月24日（火）　午後1時25分～2時05分
　野沢会館多目的室1・2号
　出席評議員12名　欠席評議員3名
　会長専決事項の報告
　（1）ハラスメント防止規程の制定について
　（2）その他職員の就業規則の一部を改正する規則の制定について
　（3）令和元年度補正予算（第1号）について
　（4）令和元年度補正予算（第2号）について
　　議案第 9号　育児・介護休業に関する規則の一部を改正する規則の制定について
　　議案第10号　就業規則の一部を改正する規則の制定について
 　 議案第11号　職員懲戒処分等の要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　議案第12号　規程等改正基準の制定について

【第6回評議員会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面議決）】
　決議があったとみなされた日　3月19日（木）
　　議案第13号　定款の一部を改正する定款の制定について
　　議案第14号　役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第15号　令和2年度事業計画について
　　議案第16号　令和2年度会計予算について
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○評議員選任・解任委員会の開催
【第1回評議員選任・解任委員会】
　5月16日（木）　午後1時50分～2時05分
  野沢会館多目的室3号
　出席委員5名
　（1）委員長選出
　（2）副委員長選出
　（3）議事録署名人の指名
　（4）評議員の解任及び選任決定について

事業概要・報告

事業名

収入　952,320 円　支出　952,320 円　　収支差額　0 円

事業№

○事業及び会計の監査
【平成30年度監査】
　5月30日（木）　午前9時～午後2時
　野沢会館多目的室1・2号
　出席監事2名
　（1）平成30年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会事業執行状況
　（2）平成30年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会財産状況

【令和元年度中間監査】
　11月12日（火）午前9時～
　令和元年東日本台風災害の影響により中止

【第2回評議員選任・解任委員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　5月31日（金）
　（1）評議員の解任及び選任決定について

【第3回評議員選任・解任委員会】
　12月9日（月）　午後1時30分～1時40分
  野沢会館多目的室3号
　出席委員5名
　（1）評議員の解任及び選任決定について

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

2
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事業№
事業名

事業概要・報告

社協会員の加入促進　　〔総務課〕

○社協の事業等に賛同いただき、地域住民の参加・支持を基盤に福祉サービスを展開していくた
　め、会員（会費）の募集を行った。
　年々ご協力いただく会費が減少傾向にあるが、
  唯一の自主財源であるため、広く市民の皆様に
　ご協力いただき支えていただけるよう、今後も
  様々な改革を行い社協の存在意義を理解いただ
　けるように、会費の有効活用について検討した。

共同募金の募集推進及び配分金の効果的活用（事務局）　〔総務課〕

○佐久市共同募金委員会
あ長野県共同募金会の内部組織として設置し、運営委員会と審査委員会を設けることで募金配
　分の透明化を図るよう取組を行った。
　
　・共同募金委員会役員構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　　会長 1名　副会長 1名　運営委員 7名　監事 2名　審査委員 7名
　
○運営委員会の開催
【第1回運営委員会】
　　6月5日（水）
　　委嘱書交付
　　議案第 1号　平成30年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会事業計
　　　　　　　　画について
　　議案第 2号　平成30年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会当初予
　　　　　　　　算について

【第3回運営委員会（書面議決）】
　　決議があったとみなされた日　3月5日（木）
　　議案第 4号　佐久市共同募金委員会審査委員会運営規程の一部を改正する規程の制定につい
　　　　　　　　て
　　議案第 5号　令和2年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会事業計画
　　　　　　　　について
　　議案第 6号　令和2年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会当初予算
　　　　　　　　について

【第2回運営委員会（書面議決）】
　　決議があったとみなされた日　6月20日（木）
　　議案第 3号　令和元年度募金募集の目標設定のための事業審査の結果の報告について

4

3

収入　1,782,745 円　支出　1,782,745 円　　収支差額　0 円

平成29年 平成30年 令和元年

会員数 22,791件 22,665件 22,525件

会費額 22,379,710円 22,125,638円 21,966,030円

22,791 
22,665 

22,525 

平成29年 平成30年 令和元年

会員数

22,379,710 

22,125,638 
21,966,030 

平成29年 平成30年 令和元年

会費額
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4

共同募金の募集推進及び配分金の効果的活用（事務局）　　〔総務課〕

【第2回審査委員会】
　　2月28日（金）
　　委嘱書交付
　　令和元年度の募金実績による配分事業の再審査について

○事業及び会計監査
　5月8日（水）
　野沢会館多目的室1号
　平成30年度佐久市共同募金委員会事業執行監査
　平成30年度佐久市共同募金委員会決算監査

○共同募金の募金募集（10月～3月）
　・区長、赤十字奉仕団等の協力のもと、
    佐久市内の各世帯に募金をお願いした。
　・法人へのダイレクトメールによるお願い
    や、学校を訪問し児童、生徒への募金を
　　お願いした。
　

 

事業№
事業名

事業概要・報告

○審査委員会の開催
【第1回審査委員会】
　　6月13日（木）
　　委員長・副委員長選出
　　令和元年度の募金募集の目標額設定のための事業審査について

平成29年度 平成30年度 令和元年

戸別募金 12,818,059円 12,503,166円 12,732,226円

法人募金 3,158,632円 3,018,733円 3,226,632円

学校募金 175,970円 136,196円 85,386円

その他 137,166円 127,048円 36,341円

合　計 16,289,827円 15,785,143円 16,080,585円

16,289,827 

15,785,143 
16,080,585 

平成29年 平成30年 令和元年

募金額

23,225 
22,965 23,101 

平成29年 平成30年 令和元年

募金件数
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事業№
事業名

福祉課運営

○1人の職員が兼務で多くの事業を行っていることから、業務の進捗状況の把握や各事業の業務割
　合を把握するため、1人の職員の業務割合などを算出し、事業の効率性の検討を行なった。
　地域での福祉課題の解決に取り組み、各事業に適切な職員の配置を行ない事業推進を行うため
　にも、今後も検討を重ねていく。

5

6

敬老訪問祝い事業　　〔福祉課〕

○長寿者に対する記念品の贈呈
　・100歳到達者　　63人（祝品と祝金5,000円）
　・最高齢者　男女各1人（祝品）
　・88歳　　　　　685人（祝品）

(事業廃止理由)
  ・幅広い世代への支援体制の拡充を行うため
　　事業の見直しを図った。

事業№
事業名

事業概要・報告

収入　1,893,322 円　支出　1,893,322 円　　収支差額　0 円

収入　12,964,661 円　支出　12,964,661 円　　収支差額　0 円

　収入 26,948,341 円　　支出　26,948,341 円　　収支差額　0 円

敬老会助成事業　　〔総務課〕

○老人の日を中心として、老人週間が設けられている。この期間に、広く市民が高齢者の福祉に
　ついての関心と理解を深め、更には多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛し、長寿を
　祝うため敬老会を実施した地区に対し助成。70歳以上の高齢者に対して一人600円（市300円＋
　社協300円）の助成金を交付した。

　・当初対象予定者数　　 :24,544人
　・申請者(交付決定者)数：21,546人　申請率87.8％
　・助成金額:12,927,600円
　
【申請状況】（　）内は昨年度末申請者数
　　佐久：14,495人　（14,060人）
　　臼田： 3,419人 　（3,412人）
　　浅科： 1,466人   （1,460人）
　　望月： 2,166人　 （2,143人）
  　合計：21,546人　（21,075人）

7

　収入 78,754,832 円　　支出　78,754,832 円　　収支差額　0円

地域福祉拠点区分（福祉課運営）

地域福祉拠点区分（共同募金サービス区分）

事業概要・報告

平成29年 平成30年 令和元年

Ｈ29　101歳以上

Ｈ30～最高齢者のみ 75人 2人 2人

100歳到達者 29人 39人 63人

88歳 589人 665人 685人

75 2 229 39 63

589 665 685

1 2 3

長寿者数

平成29年 平成30年 令和元年

申請者数 20,569人 21,075人 21,546人

助成額 12,341,400円 12,645,000円 12,927,600円

12,341,400 
12,645,000 

12,927,600 

平成29年 平成30年 令和元年

助成額
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収入　187,468 円　支出　187,468 円　　収支差額　0 円

○佐久市社会福祉大会の開催（佐久市と共催）
　令和元年東日本台風による災害の影響により中止
　開催予定日：10月23日（水）　会場：佐久平交流センター

○長野県社会福祉大会への参加
　開催日：9月20日（金）
　会　場：駒ケ根市文化センター
　参加者：12名（理事2名、評議員6名、社協職員4名）
  大会内容
　　・式典、表彰、共同募金に対する謝辞
　　　＊長野県社会福祉協議会会長表彰
　　　＊長野県共同募金会長表彰
　　・信州共生みらいアイディアコンテスト2019
　　・講演「ごちゃまぜで挑む　共生の地域づくり」
　　　　　講師　雄谷良成氏（青年海外協力協会　会長）

収入　25,246 円　支出　25,246 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

10

福祉体験教室　　〔福祉課〕

○小・中・高校生等を対象に、障がいのある方の講話や車いす、手話、点字体験等を行う福祉体
験教室を開催し、福祉に対する理解を深め、思いやりの心を育む学習を行った。
　【福祉体験教室開催校】
　　・小学校　　6校（佐久平浅間、岩村田、野沢、平根、青沼、浅科）
　　・中学校　　6校（佐久東、中込、野沢、佐久長聖、臼田、浅科）
　　・高等学校　1校（寺小屋高等学院）
　　・内容：点字体験、認知症サポーター養成講座、高齢者疑似体験
　　　　　　車いす体験、ブラインドマラソン体験、手話体験
　　　　　　赤十字スクール等

社会福祉普及校指定事業の実施　　〔福祉課〕

○児童・生徒・学生が、体験をとおして社会福祉の理解と関心を高め、日常生活の中に思いやり
　の心を育むための活動を行っている小学校、中学校、高等学校、大学等へ助成を行った。
　【社会福祉普及校指定校】
　　30校（1校：30,000円）
　　・小学校 　16校（佐久平浅間・岩村田・平根・中佐都・野沢・泉・
　　　　　　　　　　岸野・中込・佐久城山・東・田口・切原・青沼・
　　　　　　　　　　臼田・浅科・望月）
　　・中学校　　7校（中込・野沢・東・臼田・浅科・望月・佐久長聖）
　　・高等学校　5校（佐久平総合技術浅間キャンパス・
　　　　　　　　　　佐久平総合技術臼田キャンパス・望月
　　　　　　　　　　寺小屋高等学院・地球環境）
　　・大学等　　2校（佐久総合病院看護専門学校・佐久大学）

9

収入　920,256 円　支出　920,256 円　　収支差額　0 円

佐久市社会福祉大会の開催及び長野県社会福祉大会への参加　〔総務課〕

8

平成29年 平成30年 令和元年

小学校 15校 14校 16校

中学校 4校 5校 7校

高等学校 5校 4校 5校

専門学校 2校 1校 2校

平成29年 平成30年 令和元年

体験教室開催校 15校 8校 13校

延開催数 64回 15回 49回

15 8 13

64

15
49

平成29年 平成30年 令和元年

15 14 16

4 5 75 4 52 1 2

平成29年 平成30年 令和元年

指定校数
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収入　1,971,635 円　支出　1,971,635 円　　収支差額　0 円

○パソコンやスマートフォンの普及により、社協事業の情報発信のための重要なツールとなって
　いることから、情報の更新を頻繁に行ない、分かりやすいＨＰとなるように構成や更新を行っ
　た。
　災害ボランティアセンター設置時には、ＨＰにて随時情報更新したほか、新規にフェイスブッ
　クを開設し、既存のツイッターとともに、ボランティア募集などの情報発信を行った。

　ＨＰアクセス数　　　　　　52,906件（平成30年度　19,170件）
　ツイッターフォロワー　　 　　717件（平成30年度　　 615件）
  フェイスブックフォロワー　　 524件

社協報広報「ぴーぷる」の発行　　〔総務課〕

事業№
事業名

事業概要・報告

○社協事業を広く市民に理解していただくために、社協広報誌「ぴーぷる」を発行した。
  今年度はプロジェクトチームにて、もっと社協を身近に感じてもらいたいことから、ＰＲ企画
　として「ぴーぷる」の変更を行ない、編集についてもプロジェクトチームを中心に取り組み、
　例年とは違った「ぴーぷる」の作成ができた。

　　・奇数月6回発行　1回の配付部数35,300部（各戸配布）

紙の門松の発行

○紙の門松
　12月初旬に1世帯2枚を目安に各戸へ配布した。レイアウトをより明るいものに変更し、社協や
　共同募金をＰＲできるものにした。

社協ホームページ等の活用　　〔総務課〕

11
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収入　893,405 円　支出　893,405 円　　収支差額　0 円

○市民の抱える心配ごとの相談を行った。（相談員10名）
　・開　　催：月1回（第2火曜日）
　・相談件数：10件　相談者内訳：男性6名、女性4名
　・内　　容：生計、住宅、家族、財産等
　・開催場所：佐久市福祉総合センター・臼田・浅科・望月社協各支所
　　　　　　　＊令和元年11月末事業廃止。
（事業廃止理由）
  ・各種相談事業等が充実したことにより、利用者数の減少が見られたため事業を廃止とした。

結婚相談所の開設及び事業の充実　　〔福祉課〕

○出逢いの機会が少ない結婚を希望する男女に、
　出逢いの場を提供。
　月2回 日曜日に開催
　（内、隔月で平日の午後と夜間）
　相談員6名体制で対応。
　・延相談件数：235件（男性 188件　女性 47件）
　・登録者　　：154名（内77名新規登録者）
　・見合い件数： 34件、成婚4組
　・結婚相談員研修：長野県結婚支援担当者レベル
　　　　　　　　　　アップ研修へ参加
　　　　　　　　　　（相談員1名と担当職員が参加）
　・市の実行委員会への協力

結婚イベントの開催〔福祉課〕

○令和元年6月30日開催
　　「23歳～45歳」申込数:96名
　　参加者:男24名、女21名　成立カップル数6組
○令和2年2月16日開催
　①「30～40歳」申込数:34名
　　参加者数:男8名、女8名　成立カップル数2組
　②「38～55歳」申込数：33名
　　参加者数:男8名、女8名　成立カップル数3組

心配ごと相談所の開設　　〔福祉課〕

収入　49,398 円　支出　49,398 円　　収支差額　0 円

12

13

事業№
事業名

事業概要・報告

平成29年 平成30年 令和元年

延相談件数 226件 169件 235件

見合い件数 33件 32件 34件

成婚数 3件 1件 4件

平成29年 平成30年 令和元年

開催 12回 12回 8回

延相談件数 12件 7件 10件

心配ごと相談

12
7

10

平成29年 平成30年 令和元年

相談件数

226 169 235

平成29年 平成30年 令和元年

相談件数
33 32 34

3 1 4

平成29年 平成30年 令和元年

見合い件数・成婚数
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収入　267,295 円　支出　267,295 円　　収支差額　0 円

収入　2,854,042 円　支出　2,854,042 円　　収支差額　0 円

○介護保険サービスを利用していない、普段外出することの少ない障がいがある方やその家族を
　対象に社会交流の場を提供し、生きがいづくり等を高められるよう開催した。
　・開催日：令和元年6月4日（火）
　・行き先：信州花フェスタ2019（見学）大王わさび農場（昼食）
　・参加者：39名（参加者35名、看護師1名、職員3名）

希望の旅事業の実施　　〔福祉課〕

15

共同募金助成事業（福祉団体助成）　　〔総務課〕

○共同募金委員会で決定された共同募金の配分金を、申請のあった福祉団体の行なう事業に交付
　し活動を支援した。また、民生児童委員協議会には社協会費を財源として助成金の交付を行っ
　た。

【交付団体】
　佐久市民生児童委員協議会　　　佐久市老人クラブ連合会　　　佐久市赤十字奉仕団
　佐久市戦没者遺族会　　　　　　佐久市保護司会　　　　　　　佐久市身体障害者福祉協会
　佐久市母子寡婦福祉会　　　　　佐久市手をつなぐ育成会　　　佐久市精神障がい者家族会
　佐久市更生保護女性会　　　　　佐久聴覚障害者協会　　　　　佐久手話サークル
　佐久市保育協会　　　　　　　　佐久市保育園保護者会連合会　佐久市食生活改善推進協議会
　佐久肢体不自由児(者)父母の会

14

○令和元年東日本台風で被災された世帯に、共同募金の配分金を財源に1世帯5,000円の災害見舞
　金を支給した。（199件　995,000円）
○火災等で被災された世帯に、災害見舞金等の支給をした。（8件　160,000円）

16

収入　2,584 円　支出　2,584 円　　収支差額　0 円

誰もが安心して暮らせるまちづくり事業　　〔福祉課〕

〇障がい者や高齢者、乳幼児をお連れの方などが、安心してまちに外出し、行動範囲を拡大でき
　るよう、市内の公共施設や商業施設等のバリアフリー情報を社協ホームページで提供した。ま
　た、行政を通して、佐久市バリアフリーマップへの情報提供依頼を行った。

事業№
事業名

事業概要・報告
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17

収入　4,919,029 円　支出　4,919,029 円　　収支差額　0 円

長野市被災地支援（バスパック）　　〔総務課〕〔福祉課〕〔介護サービス課〕

〇長野市被災地支援への「バスパック」を行った。
　　・1回目：令和元年11月29日（金）
　　　　　　　参加者14名　　津野地区

　　・2回目：令和元年12月13日（金）
　　　　　　　参加者11名　　穂保地区

〇令和元年東日本台風（台風第19号）DSAT派遣
　　・派遣先　：長野市北部災害ボランティアセンター
　　・派遣日　：令和元年11月9日（土）～11月13日（水）（5日間）
　　　　　　　　令和元年12月7日（土）～12月11日（水）（5日間）
　　・派遣職員：1名

佐久市災害ボランティアセンター開設　　〔総務課〕〔福祉課〕〔介護サービス課〕

〇佐久市災害ボランティアセンター開設
　令和元年東日本台風（台風第19号）災害に対し、「佐久市災害ボランティアセンター」を開設
　した。
　　・開 設 日：令和元年10月14日～11月8日、11月12日、11月21日
　　・活動日数：26日間
　　・ボランティア登録者数：111名
　　・活動件数：178件
　　・延活動ボランティア数：1,264名
　　・活動内容：泥出し、畳等の搬出、トラックヘの積込、拭き掃除等
　
〇被災地域の被災者支援活動
　被災地域の被災者の見守り支援や生活状況を知るため、ボランティア派遣を行った地域及び訪
　問先を中心に訪問調査を行った。
　　・調査日期間：令和2年1月20日（月）～2月12日（水）
　　・件　　数　：84件
　　・調査対象　：ボランティア派遣をした家とその周辺
　　・調査方法　：訪問調査
　　・調 査 者　：職員

〇令和元年度佐久市総合防災訓練
　　・佐久市総合防災訓練へ参加した。
　　・訓 練 日　:令和元年8月24日（土）午前8時30分～11時00分
　　・訓練会場　:千曲川スポーツ交流広場
　　・訓練内容　:災害ボランティアセンター開設・運営訓練、給食訓練、
　　　　　　　　救護（トリアージ）訓練

事業№
事業名

事業概要・報告

26



地域福祉拠点区分（地域福祉サービス区分）

　収入　5,664,612 円　　支出　5,664,612 円　　収支差額　0 円

○ボランティアの育成　　〔福祉課〕

　ボランティアの相談・斡旋・登録等を行うと
　ともに、ボランティアの育成とボランティア
　保険の加入手続きを行った。
　また、多くの市民にボランティア活動を理解
　していただき講座終了後にはボランティア登
　録を呼びかけ継続的な活動に繋げた。
　
　・講座内容（内容は別記）
　　ファミリーサポート事業 介護“助っ人”養成講座
　　災害ボランティア講座

○子育てグループ活動の支援　〔福祉課〕

事業№
事業名

事業概要・報告

ボランティアセンター機能の充実　　〔福祉課〕

○社協本所、各支所にボランティアセンターを設置し、ボランティアコーディネーターを配置
　し、センター機能の充実を図り、ふれあいいきいきサロン等で収集した情報や住民のニーズ
　に沿ったボランティアの養成講座を開催した。

18

　ボランティア登録したグループが、佐久市福祉総合センターを利用している。新規利用希望
　団体については、登録が必要となる。
　・子育てサークルについては、1団体が利用している。
　・毎週２回利用（月・木）
　・他のボランティアグループと情報交換を図れるよう調整した。

○佐久ふれあい広場の開催　〔福祉課〕

　障がいの有無、老若男女を問わず、みんなが集い、ともに「出会い・ふれあい・語り合い」
　の場の提供を目的に佐久ふれあい広場の開催を目指し、実行委員会で準備を進めたが、令和
　元年東日本台風(台風第19号)災害の影響により中止となった。
　
　・開催予定日：令和元年10月20日(日)（中止）
　・会  　場　：あいとぴあ臼田
　・実行委員　：56名
　・実行委員会：①6月25日（火）②8月29日（木）③10月8日（火）
　・内　　容  ：ふれあいステージ､体験コーナー､施設利用者作品展示、バザー､福祉施設作品
　　　　　　　　販売､模擬店、フードドライブ等

収入　2,214,004 円　支出　2,214,004 円　　収支差額　0 円

平成29年 平成30年 令和元年

実行委員 66人 48人 56人

来場者 1,080人 980人 中止

平成29年 平成30年 令和元年

登録団体数 115団体 102団体 120団体

登録者数 2,232人 7,873人 8,431人

2,232 

7,873 8,431 

平成29年 平成30年 令和元年

登録者数

115
102

120

平成29年 平成30年 令和元年

登録団体

66 48 56
1,080 980 

0 

平成29年 平成30年 令和元年

委員数・来場者数
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安心コール事業　　〔福祉課〕

19

○70歳以上のひとり暮らし高齢者等に、ボランティア
　の方が電話による安否確認と話し相手を行う。
　コールの頻度は、登録者の希望にあわせ登録者が何
　日も電話に出ない日が続いた場合は、関係機関に情
　報を繋いだ。

　・実施日数　　 : 213日
　・登 録 者　 　: 95人
　　　　　　　　　（佐久48人　臼田27人
　　　　　　　　　　浅科8人　 望月12人）
　・延コール回数 :3,052回
　・ボランティア延活動人数：217人

収入　222,623 円　支出　222,623 円　　収支差額　0 円

○ボランティアが描いた絵手紙を、70歳以上の
　ひとり暮らし高齢者等に郵送し、その絵手紙
　を通して高齢者の孤独感を解消し、安心して
　生活していただくためのお手伝いとして事業
　を実施した。
　
　・登 録 者　    :　644人
　　　　　　　　　　（佐久412人　臼田131人
　　　　　　　　　　　浅科26人　 望月75人）
　・延利用者数 　 :1,921人
　・ボランティア数:　106人20

収入　216,134 円　支出　216,134 円　　収支差額　0 円

お元気レター事業　　〔福祉課〕

事業№
事業名

事業概要・報告

平成29年 平成30年 令和元年

登録者 782人 729人 644人

延利用者数 2,108人 2,304人 1,921人

延ボランティア数 76人 104人 106人

平成29年 平成30年 令和元年

実施日数 256日 246日 213日

延ボランティア数 260人 249人 217人

登録者 132人 116人 95人

延コール回数 4,425回 3,891回 3,052回

132 116 95

4,425 3,891 
3,052 

平成29年 平成30年 令和元年

登録者数・コール回数

256 246
213

260 249 217

平成29年 平成30年 令和元年

実施日・ボランティア数

782 729 644

2,108 2,304 
1,921 

76 104 106

平成29年 平成30年 令和元年

登録、利用者数・ボランティア数

28
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収入　134,566 円　支出　134,566 円　　収支差額　0 円

○育児と介護の両方に関わる紹介・支援を有償で行った。
　・育児支援は、子育て中の家族等を対象に、冠婚葬祭や病気治療のための通院の際の一時預
　　かり等を支援。また、介護支援は、介護を必要とする家族や本人の家事援助等の支援。
　・社協は仲介を行い、支援会員との調整を行った。
　・登録支援会員  ：育児　41人、介護　77人　　両方会員　45人
　・実活動支援会員：育児　16人、介護　28人　　両方　5人
　・利用者        ：育児　14人、介護　41人
　・延利用時間    ：育児　279時間、　介護　856時間
（主な支援内容）
　・育児支援：産後の沐浴、話し相手、母親の
　　通院時の子ども預かり等
　・介護支援：掃除、ゴミ分別、通院援助等

ファミリーサポート事業介護¨助っ人¨養成講座・支援会員研修会　〔福祉課〕

ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」　　〔福祉課〕

○ファミリーサポート事業が円滑に行えるように、令和元年度は、介護支援ができるよう支援
　会員の養成講座・登録を行った。また、登録支援会員を対象に、レベルアップ講座として研
　修会を開催した。
　
　○介護¨助っ人¨養成講座
　　（第1回目）
　　・開催日：令和2年2月 5日（水） 　13時30分～15時30分
　　・会　場：うすだ健康館
    ・内　容：介護保険制度、高齢者の状況を知ろう！
　　・参加者：7名
　　（第2回目）
　　・開催日：令和2年2月12日（水） 　13時30分～15時30分
　　・会　場：うすだ健康館
    ・内　容：高齢者とのコミュニケーション¨基本のキ¨
  　・参加者：7名（内4名新規登録者）
　
　○ファミリーサポート事業支援会員研修会
  　・開催日：令和元年10月1日（火）　13時00分～15時30分
  　・会　場：佐久市市民創錬センター
  　・参加者：41名
  　・内　容：第1部
　　　　　　「介護サービスと有償サービス、地域助け合い活動の違いって何ですか？」
         　　 第2部
　　　　　　「活動を通して私が感じた地域助けあい活動とは？」
        　　  第3部「お互い様の活動とは」「グループワーク」

事業名

事業概要・報告
事業№

平成29年 平成30年 令和元年

利用者（育児） 19 11 14

延利用時間（育児） 251 215 279

利用者（介護） 51 47 41

延利用時間（介護） 756 1,080 856

19 11 14

251
215

279

平成29年 平成30年 令和元年

育児支援

51 47 41

756 
1,080 

856 

平成29年 平成30年 令和元年

介護支援

29
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収入　1,447,852 円　支出　1,447,852 円　　収支差額　0 円

ふれあいいきいきサロン事業　　〔福祉課〕

○地区集会施設等を利用して、高齢者の閉じこもり予防､認知症予防を目的に､区単位でサロン
（お茶飲み会）を開催。行政及び地域包括支援センター等と連携を図り､未開催地区の立ち上
  げを図り市内全地区で開催を目指した。
　
　<実施地区>

　･佐　久   84地区(浅間26､中込23､野沢23､東12） 延参加者:7,181人
　（複数の区が合同でサロンを開催している場合有。区の数で算出）
　･臼　田 　25地区　　　延参加者:　1,722人
　･浅　科  　9地区　　　延参加者:　1,653人
　･望　月 　22地区　　　延参加者:　1,214人
　　　計　 140地区　　総延参加者：11,770人
　
　･活動内容：体操､講話､物作り､歌､
　　　　　　 お茶会､世代間交流等

ふれあいいきいきサロン世話人交流会事業　　〔福祉課〕

○ふれあいいきいきサロン世話人等を対象に、資質向上と世話人同士の情報交換のため、世話
　人交流会を開催した。
　・全市で開催：令和元年東日本台風（台風第19号）災害の影響により中止
　・各地区で開催：新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止地区有
　　　佐久：3/3（中止）臼田:2/25　浅科：2/27（中止）望月：2/26
　　　内容：情報交換会、サロンで使えるレクリエーション体験等

災害ボランティア講座の開催　　〔福祉課〕

○防災に係る意識や心構えの習得と防災力を高めるため開催。
　・開催日：令和元年7月20日（土）　10時00分～15時
　・会　場：あいとぴあ臼田　ホール
　・参加者：22人（内5人新規登録者）
　・内　容　①東日本大震災で被災をされた方の報告と非常食の体験
　　　　　　②災害ボランティアセンター開設運営訓練の説明等

22

収入　22,927 円　支出　22,927 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

平成29年 平成30年 令和元年

講座参加者数 37人 17人 22人

登録者数 40人 45人 117人

平成29年 平成30年 令和元年

開催区数 140区 159区 140区

延参加者数 12,312人 12,325人 11,770人

37 17 2240 45
117

平成29年 平成30年 令和元年

講座参加者・登録者数

140

159

140

平成29年 平成30年 令和元年

開催区

12,312 12,325 

11,770 

平成29年 平成30年 令和元年

延参加者数

30



認知症徘徊SOS模擬訓練の実施　〔福祉課〕

○認知症による徘徊行動に対し、地域で見守る体制づくりを進めるため打ち合わせ会議等を実
　施した。
　○第1回打ち合わせ会
　・開 催 日：令和元年9月19日（木）午前10時00分～10時50分
　・出 席 者：8名
　・開催地区：臼田中央区
　　（佐久病院、うすだ健康館、市臼田支所、八十二銀行等の周辺）
　
　令和元年東日本台風（台風第19号）災害の影響により中止
　　○第2回打ち合わせ会：令和元年10月21日（月）午前10時00分～
　　○訓練実施日：令和元年11月18日（月）午後1時30分～

地域福祉活動計画の評価　　〔福祉課〕

○平成30年3月に佐久市と合冊にて策定された第三次佐久市地域福祉計画と整合を図りつつ、
　「人と人とがつながり支え合う地域づくり」を基本理念として、計画進行管理を定期的に分
　析・評価。

26

25

収入　574 円　支出　574 円　　収支差額　0 円

収入　3,108 円　支出　3,108 円　　収支差額　0 円

○地区社会福祉協議会は、地域住民に最も身近な社協として、「地域福祉活動」を支援し、共
　に支え合う地域づくりのため、市内７地区に地区社会福祉協議会を設置している。各地区の
　構成員は、区長、民生児童委員、公民館長、日赤奉仕団、保健補導員等で構成されている。
　（主な事業内容）
　〇浅間地区　：研修会、高齢者等お楽しみ会
　〇野沢地区　：お楽しみ会、先進地視察研修
　〇中込地区　：総会、研修会
　〇東地区　　：総会、研修会
　〇臼田地区　：総会、輝き世代の集い
　〇浅科地区　：総会、世代間交流会
　〇望月地区　：総会、地域支えあい活動
　（助成金）
　・活動費交付基準：事業割　40,000円　　会員　30円/人

24

収入　1,402,824 円　支出　1,402,824 円　　収支差額　0 円

地区社会福祉協議会活動の支援並びに助成〔福祉課〕

事業№
事業名

事業概要・報告

31



日本赤十字社長野県支部佐久市地区（事務局）　〔福祉課〕

32

○市内全地区の佐久市赤十字奉仕団分団長を対象に、日赤活動資金募集活動説明会を開催し
　た。
　・開催日：4月20日（土）
　・場　所：あいとぴあ臼田
　・参加対象：佐久市赤十字奉仕団分団長

○日赤活動資金募集活動を5月に実施。
　・目標額14,052,000円
　・実績額11,641,215円　22,887件

PTA連合会･保育協会等との連携　　〔福祉課〕

○子育て支援は社協の重要な事業であるため、各団体と連携を図り子育て支援事業を推進。
30

災害時住民支え合いマップの作成協力　　〔福祉課〕

○すでに作成済みの地区においては、定期的な見直しが図れるよう市福祉課と連携を図った。
31

民生児童委員協議会活動との連携　　〔総務課〕〔福祉課〕

28
○社協事業に支援･協力をいただき、地域住民に関する情報交換、問題の早期発見・対応を図る
　ための連携を図った。
　ふれあいいきいきサロンの開催や子育て･高齢者関係の事業に関する情報交換及び個別ケース
　の安否確認情報等の連携を図った。

各地域包括支援センターとの連携　　〔福祉課〕

29

○地域で生活する高齢者に関する情報の共有と､適切な対応に向けた連携体制の強化。市内全域
　で｢ふれあいいきいきサロン｣が立ち上がるよう情報共有し、地域福祉の推進に向け連携を
　図った。
　・地域包括支援センター数:6箇所
　　　　　　　　　　　　　（佐久平・浅間、岩村田・東、中込、野沢、臼田、浅科・望月）

事業№
事業名

事業概要・報告

各区との連携　　〔総務課〕〔福祉課〕

27 ○要援助者を日常的に支えられるように、区長会を通じ各区長と連携し、誰もが安心･安全に暮
　らせるまちづくりを図った。区長会に出席し､社協事業について説明し理解と協力を仰いだ。

平成29年 平成30年 令和元年

実績額 11,742,452円 11,710,030円 11,641,215円

件数 22,883件 22,988件 22,887件

11,742,452 11,710,030 
11,641,215 

平成29年 平成30年 令和元年

実績額

22,883 

22,988 

22,887 

平成29年 平成30年 令和元年

協力件数

32



老人クラブ活動の支援（事務局）　　〔福祉課〕

34

○魅力ある活動と広報活動を強化し､社会貢献活動を通して会員の生きがいづくりや健康づくり
活動を支援した。
○老人クラブ加入数
　・54地区単位老人クラブ（佐久46、臼田3、浅科5）
　・会員3,540人（佐久2,752人、臼田300人　浅科488人）
　＊年々減少傾向にあるが､会員加入促進を行い、必要なクラブに支援を行った。

佐久市戦没者遺族会の支援（事務局）　　〔福祉課〕

○佐久市戦没者遺族会としての活動を、遺族会員並びに多くの市民へ周知し、総会、合同会
　議、遺族大会、戦没者追悼式等開催に協力した。
○遺族会員の高齢化に伴い、会を継続するための後継者となる青壮年部（平成27年度組織化）
　の活動を支援した。

35

赤十字奉仕団との連携（事務局）　　〔福祉課〕

33

○赤十字の博愛人道の精神に基づき、明るく住みよい社会を築き上げていくための地域社会で
　奉仕活動。災害時に備え､行政や自治会等と連携した防災啓発プログラム等の研修に取り組ん
　だ。また、佐久市総合防災訓練に参加するための事前訓練をし､防災意識の高揚を図った。
○イオン佐久平店で行う「献血バス」の広報活動に協力した。
〇「令和元年度佐久市総合防災訓練」
　　・佐久市総合防災訓練へ参加した。
　　・訓 練 日　:令和元年8月24日（土）午前8時30分～11時00分
　　・訓練会場　:千曲川スポーツ交流広場
　　・訓練内容　:給食訓練、救護（トリアージ）訓練

平成29年 平成30年 令和元年

加入団体数 60団体 57団体 54団体

会員 3,814人 3,691人 3,540人

60 57 54

3,814 3,691 3,540 

平成29年 平成30年 令和元年

団体数・会員数
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地域福祉拠点区分（長野県社会福祉協議会受託事業）

収入　2,547,994 円　支出　2,547,994 円　　収支差額　0 円

収入　1,460,364 円　支出　1,460,364 円　　収支差額　0 円

　収入 4,008,358 円　　支出　4,008,358 円　　収支差額　0 円

生活福祉資金貸付事業　　〔福祉課〕＜県社協受託事業＞

○長野県社会福祉協議会の委託を受けて、低所得世帯や障がい者・高齢者世帯などに対し、経
　済的自立と生活意欲の助長社会参加の促進を図り、安定した生活ができるための資金貸付、
　び償還指導を行った。
　（貸付の審査決定は長野県社会福祉協議会が行う）
　
　<貸付内訳>
　　・緊急小口資金：5件　（472,000円）

日常生活自立支援事業　　〔福祉課〕 ＜県社協受託事業＞

36

37

○長野県社会福祉協議会の委託を受け、佐久市・南佐久管内の基幹的社協として、判断能力に
　不安がある認知症の高齢者、知的障がい者精神障がい者に対して、福祉サービスの利用援助
　や日常的な金銭管理等を支援した。
　
　・有効契約件数：認知症高齢者：16件　知的障がい者：17件
　　　　　　　  　精神障がい者：18件　その他　　　： 2件　計53件

事業概要・報告

事業名
事業№

　・相談件数：2,552件

　・生活支援員、専門員の利用援助回数　863回

平成29年 平成30年 令和元年

貸付件数 9件 8件 5件

貸付金額 5,774,000円 1,636,000円 472,000円

平成29年 平成30年 令和元年
15 10 10
29 15 7

175 185 195
120 135 142
55 50 53有効契約件数

新規契約数（件）
解約件数（件）
事業開始からの契約件数
事業開始からの解約件数（件）

平成29年 平成30年 令和元年
197 635 699
548 700 972
491 641 881

1,236 1,976 2,552

認知症のお年寄りに関する相談
知的に障がいのある方に関する相談
精神に障がいのある方に関する相談

合　計

平成29年 平成30年 令和元年
46 43 58

1019 960 863

専門員訪問調査回数
生活支援員・専門員利用援助回数

5,774,000 1,636,000 472,000 

1 2 3

貸付金額

9 8 5 

1 2 3

貸付件数

55 
50 

53 

1 2 3

有効契約件数

1,236 
1,976 2,552 

1 2 3

相談件数
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地域福祉拠点区分（佐久市受託事業）

　収入　4,041,146 円　　支出　4,041,146 円　　収支差額　0 円

男性料理教室事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○60歳以上の男性を対象に、栄養士の指導のもと、仲間づくりやひとり暮らしになっても困ら
　ない事を目的に、身近にある食材を使いバランスのとれた調理実習を毎月1回実施した。
　・受 講 者   ： 33人（臼田 18人、浅科 15人）
　・延参加者数 ：338人 (臼田173人、浅科165人)
　・延協力者数 ： 41人 (ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ、職員含)

事業№
事業名

事業概要・報告

38

収入　353,180 円　支出　353,180 円　　収支差額　0 円

ひとり暮らし高齢者等給食サービス事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○70歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、安否確認や健康状態の把握、孤独感の解消を目
　的にお弁当を届けた。
　
　・利 用 料：1食100円　 ・利用者数：1,071人
　・実施回数：60回　　 　・配 食 数：3,079食
　・調理ボランティア
　　　JA女性会、個人ボランティア、民生児童委員等
　・配達ボランティア
　　　民生児童委員、個人ボランティア等

41

収入　2,497,966 円　支出　2,497,966 円　　収支差額　0 円

収入　1,190,000円　支出　1,190,000円　　収支差額　0円

収入　0 円　支出　0 円　　収支差額　0円

○生活困窮者に対し、家計の状況を「見える化」し、利用者の家計管理の意欲を引き出す改善
　相談を行い生活の早期再生を図れるよう「まいさぽ佐久」と連携を図りながら支援をした。
　・相談件数　42件　　・契約件数　 6件

馬坂・広川原福祉バス運行事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

39

家計改善支援事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

40
○交通手段の確保困難な馬坂・広川原地区の高齢者等の移送手段を確保することを目的に、月
　１回福祉バスを運行。
　令和元年度実績　・利用回数：なし    ・延利用人数：なし

平成29年 平成30年 令和元年

実施回数 64回 64回 60回

延利用者数 1,219人 1,153人 1,071人

延配食数 3,919食 3,713食 3,079食

平成30年 令和元年

相談件数 8件 42件

契約件数 3件 6件

平成29年 平成30年 令和元年

受講者数 50人 42人 33人

延参加者数 571人 551人 338人

50 42 33 
571 551 338 

1 2 3

受講者数・参加者数

1,219 1,153 1,071 

1 2 3

延利用者数

3,919 3,713 3,079 

1 2 3

延配食数

8 
42 

3 6 

1 2

相談件数・契約件数
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さく成年後見支援センターの運営　　〔福祉課〕 ＜広域連合受託事業＞

○平成28年度より社協が佐久広域連合から成年後見支援事業を受託し福祉課に「さく成年後見
　支援センター」を設置。成年後見制度に関わる相談業務と制度の利用促進､普及啓発を実施
　一定の要件を満たした方の法人後見を受任。
　・相談支援状況 　　新規167件 　継続311件　計478件
　・専門職ケース検討会議　開催2回
　・佐久広域圏高齢者障がい者権利擁護ミーティング会議開催　3回
　・成年後見制度普及及び啓発研修会
　　①佐久地域福祉関係職員成年後見制度研修会：85名参加
　　　「事例を通して学ぶ成年後見制度の流れ
　　　　～新しい情報シートを含む、申立て時のポイントについて～」
　　　　助言者　長野家庭裁判所佐久支部　三輪　均主任書記官
　　②市民対象研修：42名参加
　　　「考えよう！成年後見制度と終活」
　　　　講師　司法書士・上級終活インストラクター　山際　隆浩氏
　・普及啓発 出前講座等　延べ5回
　・法人後見受任審査会　委員8名
　　　審査会開催回数　3回
　　　法人後見：受任者17名
　　（小諸市4　佐久市5　小海町１　川上村1　南牧村1　軽井沢町１
　　　御代田町4）

収入　11,597,030 円　 支出　11,597,030円　　 収支差額　0円

地域福祉拠点区分（佐久広域連合受託事業）

　収入　11,597,030円　　支出　11,597,030円　　収支差額　0円

事業№
事業名

事業概要・報告

42

平成29年 平成30年 令和元年

相談支援件数 435件 493件 478件

法人後見受任者 11人 16人 17人

435

493
478

平成29年 平成30年 令和元年

相談支援件数

11
16 17

平成29年 平成30年 令和元年

法人後見受任者
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介護保険・障害支援拠点区分（介護サービス課運営）

　収入　11,917,136 円　　支出　11,917,136 円　　収支差額　0 円

収入　11,917,136円　 支出　11,917,136円　　 収支差額　　0円

事業№
事業名

事業概要・報告

介護サービス課運営

45
○生活機能や、歩行機能等の低下がみられる高齢者に対して、日常動作訓練や個別機能訓練など
　個人にあった介護予防支援を行った。
　ケアプランセンター、ヘルパーステーション及びデイサービスセンターで対応した。
　・事業№44・46・47の事業対象者（総合事業）参照

43

介護保険・障害支援拠点区分（居宅介護支援事業）

　収入　27,015,551 円　支出　27,824,904 円　　収支差額　△809,353 円

ケアプランセンターさく　　収入　27,015,551円　 支出　27,824,904円　 収支差額　△809,353円

指定居宅介護支援事業・ケアプランセンターさく　　〔介護サービス課〕

44

○要介護者に対し、介護保険から給付されるサービス等を適切に利用できるように、要介護者等
　の依頼を受けて介護サービス計画の作成を行い、評価、調整等を行った。
 
　利用者延べ人数   1,822人
　・要支援（事業対象者含む）　163人
　・要介護1　 676人　　・要介護2　 449人
　・要介護3　 242人　　・要介護4　 168人
　・要介護5　 124人

　＊３５人/専門員１人の件数上限

○社協の事業所運営について、事業所間の連絡調整を行ない利用者へのサービス提供の体制を整
　え、事業所の運営が効率的に行えるように取り組んだ。
○各事業所の国保連及び自己負担額の請求などの事務を取りまとめ、会計処理を行った。
○各事業所の支払を取りまとめ、会計処理を行った。
○所管庁への申請や報告などの取りまとめを行った。
○介護職員の研修計画に基づき、申込書類等の取りまとめを行った。

介護予防・日常生活支援総合事業　　　〔介護サービス課〕

平成29年 平成30年 令和元年

1,937人 1,885人 1,822人

76.9% 74.8% 72.3%件数保有率

利用者延人数

1,937 
1,885 

1,822 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

76.9%
74.8%

72.3%

平成29年 平成30年 令和元年

件数保有率
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46

指定訪問介護事業・ヘルパーステーションさく　　〔介護サービス課〕

47

事業№
事業名

事業概要・報告

在宅福祉サービス事業・馬坂、広川原地域介護支援事業　　〔介護サービス課〕

○要介護者等に対し、入浴、排泄、食事、その他の生活全般にわたる介護を行った。
 
　利用者延人数 　488人
　・事業対象者（総合事業）　61人
　・要支援1　 34人　・要支援2　130人
　・要介護1　101人　・要介護2　 83人
　・要介護3　 30人　・要介護4　 30人
　・要介護5　 19人

○馬坂・広川原地域の援助を必要とする高齢者に対して、ヘルパーを派遣し、家事援助や軽易な
　日常生活の支援を行う。　　　　　・利用者なし

前山デイサービスセンター　収入　29,783,396 円　 支出　32,280,045 円　収支差額　△2,496,649 円

介護保険・障害支援拠点区分（老人デイサービス事業）

　収入　154,048,163円　支出　163,568,374円　　収支差額　△9,520,211円

介護保険・障害支援拠点区分（老人居宅介護事業）

　収入　18,352,956 円　支出　26,148,252 円　　収支差額　△7,795,296 円

ヘルパーステーションさく　　収入　18,352,956 円　 支出　26,148,252 円　 収支差額　△7,795,296 円

指定通所介護事業・佐久市前山デイサービスセンター　　〔介護サービス〕

○高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊一般型利用者延べ人数    2,099人
　・事業対象者（総合事業）     12人
　・要支援1　　 0人　 ・要支援2　 73人
　・要介護1   567人　 ・要介護2  820人
　・要介護3 　263人 　・要介護4  148人
　・要介護5　 228人
　＊認知型利用者延べ人数 　　0人

平成29年 平成30年 令和元年

利用者人数 768人 481人 488人

訪問延回数 11,262回 6,220回 5,380回

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数 4,638人 3,969人 2,099人

利用率
（定員：20人）

63.88% 54.67% 28.91%

768
481 488

平成29年 平成30年 令和元年

利用者人数

11,262 

6,220 5,380 

平成29年 平成30年 令和元年

訪問延回数

4,638 3,969 
2,099 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

63.88% 54.67%
28.91%

平成29年 平成30年 令和元年

利用率
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事業№
事業概要・報告

　指定通所介護事業・佐久市浅科デイサービスセンター　　〔介護サービス課〕

あいとぴあ臼田デイサービスセンター　　収入　81,301,130 円　 支出　84,478,181 円　収支差額　△3,177,051 円

浅科デイサービスセンター 　　収入　42,963,637 円　 支出　46,810,148 円　収支差額　△3,846,511 円

○高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊一般型利用者延べ人数  4,171人
　・事業対象者（総合事業） 　88人
　・要支援1     57人  ・要支援2    775人
　・要介護1  　712人  ・要介護2  1,473人
　・要介護3　  285人  ・要介護4　  604人
　・要介護5　  177人
　

○高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊一般型利用者延べ人数   7,293人
　・事業対象者（総合事業）   363人
　・要支援1　  135人 　・要支援2　  296人
　・要介護1  2,707人 　・要介護2  1,566人
　・要介護3　1,394人 　・要介護4　  471人
　・要介護5　  361人
　＊認知型利用者延べ人数　  1,648人
　

指定通所介護事業・佐久市あいとぴあ臼田デイサービスセンター　　〔介護サービス課〕

あいとぴあ臼田短期入所事業

○介護者が出産・疾病・冠婚葬祭などにより、一時的に日常生活が困難となった高齢者を短期間
　受入れ、在宅高齢者及びその家族の福祉向上を図った。
　・対象者：虚弱高齢者・要支援者
　・ベット数　5床　・利用日数　7日　・利用者数　 2人

事業名

47

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数 5,910人 4,456人 4,171人

利用率
（定員：25人）

65.10% 49.10% 45.96%

平成29年 平成30年 令和元年

一般 7,842人 7,503人 7,293人

認知 1,984人 1,858人 1,648人

一般 72.01% 68.90% 66.97%

認知 63.79% 59.74% 53.02%

全体 70.19% 66.86% 63.87%

利用者延人数

利用率
（定員：一般30人
　　　　　認知10人）

7,842 7,503 7,293 

1,984 1,858 1,648 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

72.01% 68.90% 66.97%63.79% 59.74% 53.02%

平成29年 平成30年 令和元年

利用率

5,910 
4,456 4,171 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

65.10%
49.10% 45.96%

平成29年 平成30年 令和元年

利用率
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介護保険・障害支援拠点区分（特定相談支援事業）

　収入　13,788,699円　支出　13,788,699円　　収支差額　0円

特定相談支援事業　収入　13,788,699 円　 支出　13,788,699 円　　 収支差額　0 円

特定相談支援事業　　〔介護サービス課〕

介護保険・障害支援拠点区分（障害福祉サービス事業）

　収入　5,523,319円　支出　4,882,787円　　収支差額　640,532円

ヘルパーステーションさく　　収入　5,523,319 円　 支出　4,882,787 円　　 収支差額　640,532 円

49

障がい福祉サービス事業・ヘルパーステーションさく　　〔介護サービス課〕

○障がいのある方へ、居宅において、入浴・食事等の介護のために介護員を派遣し、日常生活を
　営むのに必要な支援を行った。
　
　利用者延べ人数　232人
　　・居宅介護    216人
　　・行動支援　　　0人
　　・移動支援　 　16人

○障がいのある方が、自立した日常生活、社会生活
　を営むことができるよう、サービス等利用計画の
　作成及び関係機関との連絡調整を行った。
　
　　・利用者数  1,072人
　　・請求件数　　520件

事業名
事業№

48

事業概要・報告

平成29年 平成30年 令和元年

1,248人 1,204人 1,072人

387件 390件 520件

利用者延人数

請求件数

平成29年 平成30年 令和元年

利用者人数 298人 208人 232人

訪問延回数 3,601回 2,125回 2,158回

1,248 1,204 

1,072 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

387 390 
520 

平成29年 平成30年 令和元年

請求件数

298 
208 232 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者人数
3,601 

2,125 2,158 

平成29年 平成30年 令和元年

訪問延回数
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介護保険・障害支援拠点区分(障害福祉サービス事業就労継続支援Ｂ型)

　収入　82,612,243円　支出　80,940,306円　　収支差額　1,671,937円

事業№
事業名

事業概要・報告

50

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・臼田共同作業センター〔介護サービス課〕

○事業の成果
　従来の、製袋、電子部品組立、ダンボール
　組立作業に加え、今年度より、『農福連携』
　としてＪＡネギ集荷所での選別・出荷作業
　の取り組みをした。今回は8月～11月迄の
　期間限定だったが、来年度以降もＪＡと
　調整しながら継続する予定。受入れ先の
　方々にも『障害者が働く事』に対し、正
　しく理解して頂く良い機会になった。

　

○視察研修
　9月に、小布施町の夢工房福祉会みすみ草の見学を行った。昼食は櫻井甘精堂北斎亭で摂り、小
　布施の街並みを散策した。また帰路の途中、ハイウェイオアシスで買い物体験をした。

○販売活動
　各種イベントに積極的に参加し、地域との交
  流を図るとともに、販売活動を行った。残念
  ながら、令和元年東日本台風（台風第19号）
　の影響で、秋のイベントは殆ど中止となって
　しまったが、商品アピール効果等もあり、販
　売会での売上げは昨年度を上回る事が出来た。

○支援及び相談
　利用者とご家族のニーズに添った支援計画の
　作成に努めているが、今後も相談支援専門員、
　各関係機関との連携を密にし、丁寧なアセス
　メントやモニタリングにより質を高めていく。

　・開所日数          246日
　・延べ通所利用者数  5,368人
　・一日平均利用実績   20.5人
　
○生産活動
　㈱鈴与マタイの紙袋の加工作業とH・A電子の
　電子部品の組立作業を主力に受託をし、デイ
　サービスの床清掃作業、㈱アサマダンボール
　の組立作業、農福連携としてＪＡのネギ作業
　を行った。自主製品は新商品として「トート
　バック」を作成した。

　・工賃収入       5,372千円
　・平均工賃月額 　 17,429円

   臼田共同作業センター　収入　40,420,287 円　 支出　38,844,665 円　　収支差額　1,575,622 円

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数 5,464人 5,727人 5,368人

１日平均利用人数 20.2人 21.6人 20.5人

工賃収入 4,868,150円 5,748,781円 5,372,677円

5,464 

5,727 

5,368 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

4,868,150 

5,748,781 
5,372,677 

平成29年 平成30年 令和元年

工賃収入
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   浅科ふれあいホーム　　収入　42,191,956 円　 支出　42,095,641 円　　収支差額　96,315 円

事業№

51

○生産活動
　主に企業からの受託作業を行った。仕事がな
　いということがないようにし、利用者の得意
　分野を生かせるように作業種類を多くしてき
　た。
　平成30年4月より取り組んでいる施設外就労
　（企業内作業）も順調だが、障害の特性もあ
　り施設外へ行ける利用者がいない。
　災害等で自主製品販売も伸び悩んでいたので、
　他県のB型事業所の協力を得て、お菓子の仕入
　れ販売も行うようにした。
　「農福連携」の試みとして、ヘルシーテラス
　佐久南バックヤード内で農作物の袋詰作業等
　を行った。

　・工賃収入     　6,241千円(施設外就労含む)
　・平均工賃月額　　21,364円

○販売等イベント等参加状況
　・佐久病院祭　　5月18・19日
　・浅間病院祭　　7月13日
　・ナイスハートバザール（イオン佐久平店）2月15日～17日
　　※中山道塩名田宿宿場祭り、健康づくり市民の集い、佐久ふれあい広場、佐久市福祉展が令
　　　和元年東日本台風（台風第19号）の影響で中止。3月の佐久市役所（支所含む）販売が新型
　　　コロナウイルス感染防止対策のため中止となり活動の場が激減した。

○事業の成果
　就労に重点を置き、一般就労に結びつく
　支援やサービス提供をこころがけてきた。
　今年度は農福連携事業も導入し順調に進
　んだ。

○支援及び相談
　年間を通して新規利用者が1名となかなか
　利用者数が増えなかった。体調を崩す利
　用者も多かった。
　
　・開所日数                241日
　・延べ通所利用者数　　　4,919人
　・一日平均利用実績　　　 19.6人

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・浅科ふれあいホーム　〔介護サービス課〕

事業名

事業概要・報告

○視察研修旅行
　・9月13日　　南牧村方面　　利用者・職員合計23名参加
　・自主製品と施設外就労に力を入れている B型作業所（NPO法人すみれ会）の見学・農福連携で
　　近隣の畜産農場・野菜の収穫等体験を実施。

○施設外支援
　・本年度は、ハローワークの関係で企業との面接会へ2名の利用者が出席したが、就労へは繋
　　がらなかった。

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数 5,669人 5,121人 4,919人

１日平均利用人数 21.0人 19.4人 19.6人

工賃収入 6,888,721円 6,684,244円 6,241,956円

5,669 

5,121 
4,919 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者延人数

6,888,721 
6,684,244 

6,241,956 

平成29年 平成30年 令和元年

工賃収入
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施設管理運営拠点区分（所有施設管理運営事業）

　収入　22,444,996 円　支出　22,444,996 円　　収支差額　0 円

収入　14,255,249 円　支出　14,255,249 円　　収支差額　0 円

収入　4,159,582 円　支出　4,159,582 円　　収支差額　0 円

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供
○老人クラブ活動のための施設供与と育成
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設
　・年間施設利用者数　14,355人
○入浴施設の提供
　・年間風呂利用者数　9,641人（佐久市民の日入浴者　273人）
　【風呂利用料】    一人100円
○主な修繕等
　・防火照明交換、安全弁取替修繕、自動火災報知受信機予備電池取替、屋根防水修繕

事業名

事業概要・報告
事業№

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供
○老人クラブ活動のための施設供与と育成
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設
　・年間施設利用者数　459人
○主な修繕等
　・消防用設備修繕、洗浄便座交換、ブラインド修理

※　平成30年度で風呂利用廃止

53

佐久市老人福祉センター「長寿閣」

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

佐久市臼田老人福祉センター

52

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数 16,442人 16,556人 14,355人

入浴利用者数 9,960人 10,281人 9,641人

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数 2,782人 3,746人 459人

入浴利用者数 1,886人 1,713人

16,442 16,556 
14,355 

9,960 10,281 9,641 

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数・入浴利用者数

2,782 
3,746 

459 

1,886 1,713 

0 

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数・入浴利用者数
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収入　4,030,165 円　支出　4,030,165 円　　収支差額　0 円

54

佐久市福祉総合センター

○福祉団体及びボランティアグループに会議室等を無料で開放し、活動の活性化とボランティ
　アの育成を図った。
  　・年間施設利用者数　7,656人
○自己所有の施設を拠点として利用していただくことで、子育てグループ間の情報交換、協働
　活動を図り、新たな活動の展開を促した。
　　・延利用グループ数　1,054グループ
○主な修繕等
　　・女子トイレ便器交換修繕、非常放送設備予備電池取替修繕、窓ガラス修繕、外灯防水コ
　　　ンセント・水銀灯用配線修繕

事業№
事業名

事業概要・報告

9,711 
8,159 7,656 

1,235 1,166 1,054 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数・利用団体数

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数 9,711人 8,159人 7,656人

利用団体数 1,235団体 1,166団体 1,054団体
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施設管理運営拠点区分（佐久市指定管理事業）

　収入　54,043,495 円　支出　54,043,495 円　　収支差額　0 円

収入　12,916,280 円　支出　12,916,280 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田

佐久市望月老人福祉センター

55

56

指定管理期間　平成27年4月～令和2年3月　

○基本協定に基づく施設の管理
○地域の高齢者の健康増進、憩いの場として施設の保守管理、利用者の送迎、入浴業務、地域
　サロンの開催場所としての活用促進した。
　・年間施設利用者数　6,914人
　・年間風呂利用者数　6,048人（佐久市民の日の入浴者　152人）
　　【風呂利用料】一人100円
○主な修繕等
　・自動火災報知機移動修繕

指定管理期間　平成27年4月～令和2年3月

○基本協定に基づく施設の管理
○地域における総合福祉及びふれあい拠点として、市民の福祉と意識 の高揚を図ることを目的
　に管理運営を行った。
　・年間施設利用者数　57,978人
　・年間風呂利用者数　13,804人（佐久市民の日の入浴者　330人）
　【風呂利用料】中学生以上65歳未満一人200円、65歳以上一人100円
○主な修繕等
  ・FAX配線修繕、水栓修繕、ひのき風呂ろ過機補給水水漏れ修繕、ガス漏れ警報器取替、
　　チョッパー・トランス交換修繕、機械浴ビットドア防水工事、流し台水栓改修等

収入　33,568,380円　支出　33,568,380円　　収支差額　0円

7,211 7,336 6,914 6,204 6,240 6,048 

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数・入浴利用者数

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数 7,211人 7,336人 6,914人

入浴利用者数 6,204人 6,240人 6,048人

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数 66,506人 59,483人 57,978人

入浴利用者数 10,762人 10,211人 13,804人

66,506 59,483 57,978 

10,762 10,211 13,804 

平成29年 平成30年 令和元年

施設利用者数・入浴利用者数
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事業№
事業名

事業概要・報告

浅科保健センター

佐久市浅科生きがい活動支援センター

58

57

指定管理期間　平成30年4月～令和5年3月　

指定管理期間　平成27年4月～令和2年3月　※令和2年3月末指定管理期間満了

○基本協定に基づく施設の管理
○市民の健康の保持及び保健衛生の向上に資するための総合的な保健サービスの拠点として管
　理運営を行った。
　・年間施設利用者数　8,350人
○主な修繕等
　・電話主装置修繕、灯油漏れ点検修繕、女子トイレロータンク修繕、非常灯修繕、廊下エア
　　コン修繕、ブラインド交換修理等

○基本協定に基づく施設の管理
○高齢者の生きがい対策及び介護予防を図ることを目的に管理運営を行った。
　・年間施設利用者数　2,167人
○主な修繕等
　・誘導灯修繕、FCU漏れ修繕

収入　3,266,919円　支出　3,266,919円　　収支差額　0円

収入　4,291,916円　支出　4,291,916円　　収支差額　0円

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数 8,777人 8,852人 8,350人

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数 2,462人 2,198人 2,167人

8,777 8,852 

8,350 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数

2,462 

2,198 2,167 

平成29年 平成30年 令和元年

利用者数
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